
今号の表紙
　宮城県南三陸町立名

なたり

足小学校と、春日西・白水の両小学校との絵手紙交
流。表紙は名足小学校児童、絵手紙交流を企画し指導のため同校を訪れた
西
にしむら みずえ

村瑞枝さんと同校児童の作品（詳細は9ページ）。
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出
前
ト
ー
ク「
市
長
と
語
る
」

　
市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
、よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
、市
政

参
画
と
協
働
の
場
で
あ
る
、出
前
ト
ー
ク「
市
長
と
語
る
」を
実
施
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先　行政管理課 企画担当　☎（584）1111 F（584）1145

　 

出
前
ト
ー
ク
っ
て
何
？

今
年
で
14
年
目
と
な
る
出
前
ト
ー
ク
。

　
市
長
が
市
内
35
地
区
全
て
に
出
向
き
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
、い

た
だ
い
た
意
見
を
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
に

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、平
日
の
参
加
が
難
し
い
人
の
た

め
に
、休
日
に「
全
体
ト
ー
ク
」も
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
市
政
の
状
況
な
ど
も
説
明
し
て
い
ま
す

の
で
、気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　 
出
前
ト
ー
ク
の
内
容

▽
市
の
施
策
や
現
況
の
説
明
な
ど（
市
長
・

担
当
職
員
）

30
分
程
度

▽
意
見
交
換（
住
民
↕
市
長
・
部
長
な
ど
）

60
分
程
度

　 

昨
年
の
意
見
の
一
例

▽
児
童
生
徒
の
通
学
路
の
安
全
確
保
を
お

願
い
し
た
い
。

▽
や
よ
い
バ
ス
の
運
行
時
間
帯
や
、ル
ー

ト
の
拡
大
を
し
て
欲
し
い
。

▽
飼
い
犬
の
ふ
ん
尿
の
始
末
を
し
な
い
飼

い
主
が
い
る
。ま
た
、飼
い
主
の
い
な

い
ネ
コ
も
、同
様
に
ふ
ん
を
す
る
た
め

困
っ
て
い
る
。

■地区トーク日程表

■全体トーク日程表

時間：午後7時～ 8時30分　※春日原南と大谷の両地区は、午後7時30分～ 9時
場所：各地区公民館

開催日 地区名 開催日 地区名 開催日 地区名
5月12日㈪ 春日 7月16日㈬ 小倉 8月28日㈭ 泉
5月19日㈪ 春日公園 7月22日㈫ 昇町 9月30日㈫ 上白水
5月20日㈫ 春日原南（※） 7月24日㈭ 弥生 10月1日㈬ 白水ヶ丘
5月27日㈫ 平田台 7月28日㈪ 宝町 10月2日㈭ 下白水北
5月28日㈬ 春日原 7月29日㈫ 小倉東 10月7日㈫ 下白水南
5月29日㈭ 桜ヶ丘 7月30日㈬ ちくし台 10月14日㈫ 紅葉ヶ丘
6月26日㈭ 松ヶ丘 8月5日㈫ 大和町 10月21日㈫ 白水池
7月1日㈫ 岡本 8月7日㈭ 大谷（※） 10月22日㈬ 天神山
7月2日㈬ 日の出町 8月19日㈫ 若葉台西 10月23日㈭ 大土居
7月3日㈭ サン・ビオ 8月20日㈬ 若葉台東 10月28日㈫ 惣利
7月14日㈪ 須玖北 8月26日㈫ 千歳町 10月29日㈬ 塚原台
7月15日㈫ 須玖南 8月27日㈬ 光町 （注）日時・場所の変更は随時市報などに掲載します。

名称 開催日 時間 場所
全体トーク（障がい者対象） 7月6日㈰ 午前10時～ 11時30分 福祉ぱれっと館交流スペース
全体トーク 11月9日㈰ 午後2時～ 3時30分 ふれあい文化センター旧館大会議室
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安全・安心のまちづくり
　通学時の見守り活動は、保護者にとって心強いも
のです。また夜間パトロールや防犯灯の設置など、自
治会は私たちの住むまちの安全と安心に大きく役
立っています。また、いざという時のための自主防災
組織も心強い味方です。
防犯灯とは？
　暗い夜道を歩いていると
不安になりませんか。そん
な夜道を明るく照らしてく
れる防犯灯は、自治会で維
持管理されています。

福祉のまちづくり
　高齢者の見守りやふれあ
いサロンを行ったり、子ど
も会活動や子育てサロンな
どを行ったりして、高齢者
や子育て世代を支援してい
ます。

環境美化のまちづくり
　市内一斉クリーン作戦や
ごみ分別のマナーアップ、
資源ごみの回収など、地域
に住む人々が快適に暮らせ
るよう、生活環境の維持・改
善に努めています。

ふれあいのまちづくり
　公民館でのサークル活
動、夏祭り、スポーツ大会な
どを通して、住民の皆さん
の交流を広げ、地域住民の
絆を深めています。

　自治会とは、私たち自身が隣近所の人たちと互いに連携し助け合うために運営する団体です。
　地域活動の中心組織として、防犯灯やごみ出しルールづくり、自主防災など、皆さんの生活に密着し
た問題に、自治会会員同士が助け合って取り組んでいます。また、自治会に加入することで隣近所の人
と顔見知りになり、挨拶からコミュニケーションも生まれます。
　自治会の活動を知って、あなたもぜひこの輪に加わりませんか。

広報活動の実施
　回覧板は地域の情報やお知らせを伝える大切なも
のです。また、ウェブサイトや自治会だよりを通して
行事などのさまざまな案内も行っています。

　このような自治会が取り組むさまざまな活
動のおかげで、地域の環境や安全などが保た
れています。
　まだ未加入の人は、ぜひ加入しましょう。
　自治会への加入を希望する人は、住んでい
る地区にある公民館へ直接連絡してくださ
い。自分の地区の公民館が分からない時は、気
軽に問い合わせてください。

問い合わせ先　地域づくり課地域づくり担当
　　☎（584）1111 F（584）1153

公民館の管理
　自治会活動の拠点として、自治会自らが、公民館の
管理・運営を行います。貸室による収入は、公民館の
維持補修の経費の一部に充てられています。
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国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
場
合
、申
請
し
て
認
め
ら
れ

る
と
保
険
料
が
免
除
ま
た
は
猶
予（
30
歳
未
満
が
対
象
の
若
年
者

納
付
猶
予
）さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
な
ど
の
申
請
が
で
き
る
対
象
期
間

が
、免
除
申
請
日
の
直
前
の
７
月
分（
学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
４
月
分
）

ま
で
で
し
た
。

　

今
回
の
法
改
正
で
、平
成
26
年
４
月

か
ら
は
、保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
２

年
を
経
過
し
て
い
な
い
期
間（
申
請
時

点
か
ら
２
年
１
カ
月
前
ま
で
の
期
間
）

に
つ
い
て
も
免
除
な
ど
の
申
請
が
で
き

り
よ
う
に
な
り
ま
す（
下
図
参
照
）。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
年
金
手
帳

▽
印
鑑（
本
人
が
手
続
き
を
す
る
場
合

は
不
要
）

▽
学
生
の
人
は
学
生
証
ま
た
は
在
学
証

明
書

▽
申
請
す
る
年
度
分
の
直
前
の
１
月
１

日
時
点
の
住
所
と
申
請
時
点
の
住
所

が
違
う
場
合
は
、申
請
す
る
年
度
分

の
直
前
の
１
月
１
日
に
居
住
し
て
い
た
市
区
町
村
が
発
行
す
る
所
得
証

明
書（
扶
養
、控
除
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

※
別
表
の
期
間
の
失
業
を
理
由
と
し
て
申
請
す
る
場
合
は
、離
職
票
ま
た

は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
な
ど
が
必
要
で
す
。

○
過
去
の
年
度
分
の
保
険
料
の
免
除
に
つ
い
て

過
去
の
年
度
分
の
免
除
な
ど
の
申
請
は
、提
出
が
遅
れ
る
と
審
査
で

き
る
期
間
が
短
く
な
り
ま
す
の
で
、速
や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、以
前
に
却
下
と
な
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、申
請
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
南
福
岡
年
金
事
務
所

　

☎（
５
５
２
）６
１
２
８

　

F（
５
４
１
）７
６
４
９

▽
国
保
年
金
課
年
金
担
当

　

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

　

F（
５
８
４
）１
１
４
１

国民年金保険料の免除等申請期間が拡大されます
国保年金課 年金担当　☎（584）1111　F（584）1141

■免除などの申請対象期間と必要となる所得証明書 

免除などの申請対象年度 必要となる所得証明書（注1）

平成23年度分
（平成24年3月～ 24年6月分）

平成23年度所得証明書
（平成22年中所得）

平成24年度分
（平成24年7月～ 25年6月分）

平成24年度所得証明書
（平成23年中所得）

平成25年度分
（平成25年7月～ 26年6月分）

平成25年度所得証明書
（平成24年中所得）

■失業の証明書類を使って申請ができる期間 
失業した日（注2） 失業の証明書類を使った申請対象期間

平成22年（1月～12月） 平成24年3月～平成24年6月分

平成23年（　同上　） 平成24年3月～平成25年6月分

平成24年（　同上　） 失業月の前月～平成26年6月分

（注１）所得証明書は、本人・配偶者・世帯主分が必要になります（学生納付特例の場合は本人分のみ）。
（注２）失業した日は離職日の翌日です。
※免除などの申請日からさかのぼって2年1カ月を越える分については、対象となりませんのでご注意ください。

■平成26年4月に免除申請をした場合の免除などの
　さかのぼり対象期間

免除申請日の2年1カ月前までさかのぼって免除されます

26年
4月

25年
4月

24年
4月

24年
3月

免除申請日

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの

URL
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男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、男
女
共
同

参
画
施
策
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
や
男
女
共
同
参

画
社
会
の
形
成
に
関
す
る
こ
と
を
調
査
・
審
議
す
る「
春
日

市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
」の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

４
月
１
日
現
在
、20
歳
以
上
の
市
民（
市
の
他
の
附

属
機
関
な
ど
の
委
員
に
な
っ
て
い
る
人
は
除
く
）

任
期　

６
月
１
日
〜
平
成
27
年
４
月
30
日（
11
カ
月
）

会
議
開
催
回
数　

年
４
回
程
度

報
酬　

会
議
出
席
１
回
当
た
り
６
５
０
０
円（
別
途
、費
用

弁
償
と
し
て
１
０
０
０
円
を
支
給
）

募
集
人
員　

１
人

応
募
方
法　

４
月
21
日
㈪
〜
30
日
㈬（
消
印
有
効
）に
、申

込
書
と
小
論
文「
家
庭
・
地
域
・
職
場
で
私
が
取
り

組
ん
で
い
る
男
女
共
同
参
画
」（
８
０
０
字
程
度
）

を
提
出
す
る（
郵
送
可
）

※
申
込
書
は
、人
権
政
策
課
人
権
男
女
共
同
参
画
担
当（
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）に
置
い
て
い
ま
す
。ま
た
、市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

応
募
先　

人
権
政
策
課
人
権
男
女
共
同
参
画
担
当

（
〒
816
ー
０
８
０
６
光
町
１
ー
73
）

春日市男女共同参画審議会委員募集
人権政策課 人権男女共同参画担当　☎（584）1201　F（584）1181

市
は
、Ｐ
Ｍ
２
・
５（
微
小
粒
子
状
物
質
）

や
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
大
気
中

濃
度
が
高
く
な
る
と
予
測
さ
れ
る
場
合
、春

日
市
総
合
情
報
メ
ー
ル
登
録
者
全
員
に
、緊

急
情
報
を
通
知
し
ま
す
。春
日
市
総
合
情
報

メ
ー
ル
に
登
録
し
、早
め
の
対
応
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

大
気
汚
染
物
質（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
、光
化
学
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
な
ど
）濃
度
が
高
い
場
合
の
対
応

▽
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
る

▽
屋
外
で
の
長
時
間
の
運
動
は
避
け
る

▽
換
気
や
窓
の
開
閉
は
必
要
最
小
限
に
す
る

▽
洗
濯
物
は
室
内
に
干
す

▽
呼
吸
器
や
循
環
器
に
持
病
が
あ
る
人
、子

ど
も
や
高
齢
者
は
よ
り
慎
重
な
行
動
を
と

る

　

な
お
、Ｐ
Ｍ
２
・
５（
微
小
粒
子
状
物
質
）や

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
な
ど
の
大
気
汚
染

物
質
の
測
定
結
果
に
つ
い
て
は
、福
岡
県
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
福
岡
県
の
大
気
環
境
状
況
）

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
用
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.fihes.pref.fukuoka.

jp/taiki-new
/Jiho/O

yW
bJiho01.

htm

携
帯
電
話
用
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.fihes.pref.fukuoka.j 

p/taiki-new
/M
jiho/O

yW
bJihM

M
 

enu.htm

PM2.5・光化学オキシダントに関する情報提供
環境課 生活環境担当　☎（584）1111　F（584）1147

登録しましょう
「総合情報メール」

　春日市総合情報メールとは、防犯・緊急を
はじめ、文化、子育て、健康、福祉など春日
市のさまざまな情報をメールでお知らせする
サービスです。
　登録方法は下の二次元コードを読み取る
か、 ksg-c@ansin-anzen.jpに空メール
を送信し、返信メールに記載のＵＲＬをクリッ
クして、表示される画面の指示に従って必
要事項を入力してください。
問い合わせ先　地域づくり課地域づくり担
当

　　☎（584）1111
　　F（584）1153
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市
民
公
益
活
動
と
は
、複
数
の
市
民

が
自
主
的
か
つ
自
発
的
に
行
う
も

の
で
、公
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
活
動
で

す
。身
近
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す

る
た
め
に
、市
民
公
益
活
動
の
事
業
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
団
体　

次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す

団
体

▽
市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
る

▽
１
年
間
以
上
活
動
実
績
が
あ
る

▽
団
体
構
成
員
が
５
人
以
上（
う
ち
半
数

以
上
が
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
）

▽
活
動
が
団
体
構
成
員
以
外
に
も
開
か
れ

て
い
る

対
象
と
な
る
事
業　

地
域
福
祉
、健
康
増

進
、体
力
増
進
、子
育
て
、防
犯
、防

災
、生
涯
学
習
、文
化
振
興
、消
費

者
啓
発
、国
際
交
流
、男
女
共
同
参

画
、自
治
会
支
援
、そ
の
他
地
域
社

会
に
貢
献
す
る
内
容（
環
境
の
保

全
お
よ
び
美
化
を
除
く
）に
関
す

る
事
業

※
年
度
内
に
他
の
団
体
な
ど
か
ら
補
助
金

な
ど
の
財
政
的
な
支
援
を
受
け
る
事
業

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、過
去
に

「
春
日
市
市
民
公
益
活
動
事
業
補
助
金
」

を
受
け
た
事
業
と
同
一
内
容
の
事
業
も

対
象
外
で
す
。

補
助
金
額（
上
限
額
20
万
円
）

▽
補
助
金
交
付
対
象
経
費
の
合
計
額
が

５
万
円
以
下
の
場
合　

全
額

▽
補
助
金
交
付
対
象
経
費
の
合
計
額
が

５
万
円
を
超
え
る
場
合　

５
万
円
＋

５
万
円
を
超
え
る
額
の
２
分
の
１

※
補
助
の
対
象
と
な
ら
な
い
経
費
も
あ
り

ま
す
。詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

申
請
期
間　

12
月
26
日
㈮
ま
で
随
時

※
必
要
書
類
は
、地
域
づ
く
り
課
で
配
布

ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
入
手

で
き
ま
す
。

申
請
先　

地
域
づ
く
り
課
地
域
づ
く
り
担

当（
市
役
所
４
階
）

春日市市民活動活性化事業補助金制度の申請受け付けを開始します
地域づくり課 地域づくり担当　☎（584）1111　F（584）1153

●
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
前
の
通
路

に
点
在
し
て
い
る

｢

ユ
リ
ノ
キ（
モ
ク

レ
ン
科
ユ
リ
ノ
キ

属
の
落
葉
高
木
）

｣

が
、４
月
下
旬
か
ら
見
頃
を
迎
え
ま

す
。

　

ま
た
、国
指
定
史
跡
須
玖
岡
本
遺

跡
を
含
む
奴
国
の
丘
歴
史
公
園
に

は
、遺
跡
を
覆
う
２
つ
の
ド
ー
ム
が

あ
り
、発
掘
さ
れ
た
当
時
の
ま
ま
の

状
態
を
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
遺
跡
を
巡
っ
て
、古
代
へ

の
ロ
マ
ン
に
思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ

ん
か
。

最
寄
り
の
バ
ス
停（
桜
ヶ
丘
線
）

▽
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
前
バ
ス
停

問
い
合
わ
せ
先　

文
化
財
課

（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

●
白
水
大
池
公
園

　

白
水
大
池
公
園
内
の
園
路
に
点
在

し
て
い
る
ツ
ツ
ジ
が
、間
も
な
く
見

頃
を
迎
え
ま
す
。

　

水
と
緑
に
囲

ま
れ
た
風
景
の

中
を
、ゆ
っ
く
り

と
散
策
し
ま
せ
ん
か
。

最
寄
り
の
バ
ス
停（
上
白
水
線
）

▽
正
面
入
口
側

　

白
水
大
池
公
園
噴
水
前
バ
ス
停

▽
ち
び
っ
こ
広
場
側

白
水
大
池
公
園
ち
び
っ
こ
広
場
前

バ
ス
停

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課

（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
３

「
や
よ
い
」に
乗
っ
て
出
掛
け
ま
し
ょ
う

〜
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
・
白
水
大
池
公
園
〜

大土居

松ヶ丘入口

春日南中

上白水池の下

白水大池公園

塚原台白水大池公園西

白水小

噴水前
バス停

ちびっこ広場前
バス停

う

岡本

坂口町

宝町

春日北小前

春日北小

奴国の丘
歴史資料館

奴国の丘歴史
資料館前バス停

△平成23年度助成事業（クローバーストレッチ事業）
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職
員
出
前
講
座「
あ
す
か
市
民

塾
」は
、市
が
準
備
し
た
講
座

メ
ニ
ュ
ー
か
ら
、皆
さ
ん
の
希
望
に

応
じ
て
、市
政
の
説
明
や
専
門
的
な

話
、情
報
な
ど
を
市
職
員
が
講
師
と

な
っ
て
お
届
け
す
る
制
度
で
す
。

　

講
師
料
は
無
料
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
、勤
務
す
る
人

で
構
成
さ
れ
る
10
人
以
上
の

市
民
グ
ル
ー
プ

日
時　

月
〜
日
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
９
時
の
う

ち
90
分
以
内

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
問
い
ま
せ
ん

が
、業
務
の
都
合
な
ど
に
よ
り
、希

望
日
時
に
派
遣
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

場
所　

市
内

※
会
場
の
手
配
や
準
備
に
つ
い
て

は
、全
て
主
催
者
側
が
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

開
設
講
座　

下
表
の
と
お
り

申
込
方
法　

希
望
日
の
１
週
間
前

（
◎
に
つ
い
て
は
１
カ
月
前
）

ま
で
に
、地
域
づ
く
り
課（
市

役
所
４
階
）に
あ
る
専
用
の

申
込
書
を
提
出
す
る

※
申
込
書
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も

入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
づ
く

り
課
地
域
づ
く
り
担
当

平成26年度職員出前講座「あすか市民塾」
地域づくり課 地域づくり担当　☎（584）1111　F（584）1153

行
財
政・計
画

これからの春日（総合計画の概要）
春日市の行政改革
市民意識調査から見えること
地方自治のしくみ
｢協働｣による市政運営（出前トーク・かすが市民懇話会）
春日の家計を知ろう！
条例について

教
育・学
校

コミュニティスクールとは？
特別支援教育とは
春日市における学校教育の現状
春日市の不登校対策

環
境・ご
み

地球温暖化の話
犬の適正飼養
地域ねこ活動
ごみ減量大作戦！！
ダンボールコンポストを使った生ごみ減量方法
ごみ処理場（南部工場・リサイクルプラザ）を見学しよう

健
康・福
祉・子
育
て・ス
ポ
ー
ツ

障がい者支援について
成年後見制度について
知っとこう！高齢者が使える福祉サービス
どう使う？介護保険
知っとこう！高齢者のための施設
なるほど！介護保険
生活保護制度について
生活習慣病の予防（◎）
乳幼児期の健康（◎）
健康的な正しい食生活について（◎）
春日市地域しあわせプラン
保育所の子育てについて
保育所の食育について
保育所の遊びについて
タッチケアと愛着形成について
春日市の子育て支援制度・サービスについて
児童虐待をなくすために
親子のふれあい遊び
ニュースポーツの出前講座

街
の
整
備

春日市の都市計画
白水大池公園いまむかし
連続立体交差事業及び春日原駅周辺整備事業について

街
の
整
備

都市計画道路の役割
下水道あなたとまちをむすぶみち
春日市の水事情

議
会・

選
挙

市議会のしくみ（議会棟において）
選挙制度のあらまし

安
全
な
暮
ら
し

悪徳商法の被害にあわないために
高齢者の消費者トラブル回避術
分かれば防げる！防犯講座
戸籍のしくみ
身近な税のおはなし
防災について
製品の安全な利用のために
学ぼう、交通安全
防ごう、高齢者事故

市
民
活
動・人
権・

男
女
共
同
参
画

やさしい広報紙づくり
よくわかる情報公開講座
これからの地域コミュニティ
男女共同参画まちづくり
～男（ひと）と女（ひと）　誰もが主役～
身近な人権問題
暮らしの中の人権

文
化・生
涯
学
習

春日市の文化振興事業
私たちの住む地区（須玖、小倉、下白水、上白水、春日）の
文化財
発掘調査が語る春日市の歴史
日拝塚古墳が語る春日市の古墳時代
大宰府を守る水城～市内に残る水城跡
ウトグチ瓦窯跡が語る幻の古代寺院
春日に奴国の王都があった～発掘調査でわかった弥生時
代のムラ～
地名が語る春日市の歴史と文化
焼き物が語る春日市の歴史（体験-土器作り）
体験講座～原始・古代のモノづくり（土器と陶器、瓦、勾玉）
かつて春日に奴国の王様が居た～発掘調査で何がわかっ
たか～（体験‒青銅器・ガラス玉作り）
石造物が語る春日の歴史
春日市の民俗と祭り
赤ちゃん絵本とわらべうた
子どもの本の楽しみ方
図書館バックヤードツアー

■講座一覧
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昨
年
9
月
に
工
事
契
約
を

締
結
し
、現
在
地
下
の

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、水

の
発
生
な
ど
に
よ
り
一
部
工
法

の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、工
事
の
完
成
が

当
初
の
平
成
27
年
9
月
か
ら
3

カ
月
延
伸
し
、12
月
に
な
る
見

込
み
で
す
。

　

現
在
の
建
設
業
の
人
手
不

足
、機
械
不
足
な
ど
に
よ
り
厳

し
い
状
況
で
す
が
、で
き
る
限

り
早
期
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

詳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
12
月

頃
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

（仮称）総合スポーツセンター体育館新築工事の工期遅延について
行政管理課 新市民スポーツセンター建設準備担当　☎（584）1111　F（584）1145

市
は
、在
宅
の
障
が
い
者
で
一
定
の
要
件

を
満
た
す
人
に
、「
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用

券
」を
交
付
し
、初
乗
運
賃
相
当
額
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
分
の
初
乗
運
賃
相
当
額
が
確
定（
小

型
５
７
０
円
、中
型
５
９
０
円
）し
ま
し
た
の

で
、４
月
か
ら
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付

を
開
始
し
ま
す
。希
望
者
は
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人（
施
設

な
ど
の
入
所
者
を
除
く
）

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
で
次
に
該
当
す

る
人

▽
視
覚
障
害
１
・
２
級

▽
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
障
害
を
含
む
１
・
２

級
▽
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・

小
腸
・
免
疫
・
肝
臓
機
能
障
害
１
級

▽
療
育
手
帳
Ａ
の
所
持
者

▽
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
所
持
者

交
付
枚
数　

48
枚

申
請
方
法　

該
当
す
る
手
帳
を
持
参
し
て
申
請

す
る

申
請
先　

福
祉
支
援
課
障
が
い
担
当（
市
役
所

１
階
）

平成26年度分福祉タクシー利用券の交付を開始しました
福祉支援課 障がい担当　☎（584）1111　F（584）3090

緑のカーテン用のゴーヤの種などを無料配布します

　市は、省エネと緑化推進のために、平成20年度から緑のカーテン事業を実施しています。
　この取り組みを推進するため、緑のカーテンを実施する市民や事業者を対象に、昨年採取した種を無料で配
布します。市内を緑でいっぱいにし、楽しみながら省エネに取り組みませんか。
対象　市民、市内事業者
配布物　ゴーヤの種など
配布場所　環境課環境計画担当（市役所3階）
配布期間　4月16日㈬～25日㈮（土・日曜日、祝日を除く）
午前8時30分～午後5時

※1人1袋までです（100袋先着順）。
問い合わせ先　環境課環境計画担当
☎（584）1111　F（584）1147 △緑のカーテン（本庁舎）

△完成予想図



トピックス
～まちの話題や人物の紹介～

陸上自衛隊福岡駐屯地「曹友会」

社会福祉協議会に寄付金を寄付
　3月19日、陸上自衛隊福岡駐屯地「曹

そうゆうかい

友会」が、春日市社会福祉協議会に寄付金
を寄付しました。寄付は今回で13回目を数えます。
　同会は、地域社会へ積極的に関わり貢献することを目的に活動しており、隊員
の交流のために開催しているボウリングやゴルフ、釣りなどのチャリティーイ
ベントの際に、募金箱を設け寄付金を募っています。また、活動の一環として集
めているペットボトルのキャップについても、今回、社会福祉協議会を通じ、発展途上国の子どもたちにワクチンを接
種する費用に役立てられることになりました。
　寄付に当たって、「春日市は自衛隊との関わりが深いところ。市のために少しでも活用してもらえると嬉しいです」と
曹友会の辻

つじおか

岡利
としゆき

之会長が話すと、受け取った金
かなどう

堂正
まさよし

芳会長は、「毎年ありがとうございます。福祉のために大切に使わせ
ていただきます」と感謝の言葉を述べました。

△井上市長の立ち会いのもと、金堂会長
(左）に寄付金を手渡す辻岡会長（右）

春日西・白水小学校の児童

宮城県南三陸町の児童たちと絵手紙交流
　東日本大震災で被災した宮城県南三陸町立名

な た り

足小学校と春日西小の絵手紙クラ
ブ・白水小の3年生とイラスト絵画クラブの児童が絵手紙交流を行いました。
　南三陸町の北東沿岸部は、住居や漁船などに大きな被害を受け、保護者や祖父母を
亡くした児童もいます。児童は高台に避難し全員無事でしたが、津波は校舎の２階まで達しました。現在子どもたちは、
昨年11月に復旧工事が完了した校舎で、学校生活を送っています。
　春日市の子どもたちからの絵手紙を受け取り、「手紙をもらってうれしい」、「ありがとうと伝えたい」と話してくれま
した。震災から３年経っても、依然復興が進んでいませんが、全国からの支援と応援が子どもたちの大きな力となり、心
の栄養になっているとのことです。今回の交流を企画し、絵手紙の指導をしてきた絵手紙ボランティア「ひなたぼっこ」
代表の西

にしむら

村瑞
み ず え

枝さんは、「震災で大切なものをなくした子どもたちに宝物を残せたことが嬉しい。これを機に今後も両
小学校の児童・先生たちの交流が続いていけばと願っています」と語りました。

◁
絵
手
紙
の
返
事
を
書
く
名
足

小
学
校
の
児
童
た
ち

小池美香さん（桜ヶ丘）

ＪＩＣＡボランティアとしてエクアドルへ
　J

ジャイカ

ICAボランティアとして３月27日にエクアドルに赴任した小
こ い け

池美
み か

香さんが、
事前報告のため、３月20日に市役所を訪れました。小池さんは、学生時代、美術
を専攻し、鋳金技術を中心に学びました。
　現地では首都にあるキト文化センターに配属され、青少年を対象に工作・図画などの美術指導やワークショップ・人
形劇を企画から行うなど、子どもたちの情操教育に携わります。
　「きっと子どもたちに夢を与えてくれると期待しています」との市長の言葉に、小池さんは「美術・音楽はあるだけで
生活を豊かにしてくれるものです。現地の子どもたちに美術を通して、自国をもっと好きになってもらいたい。自分も
たくさんのことを吸収するチャンスだと思うので、失敗しても楽しもうと思っています」と意気込みを語りました。

◁
エ
ク
ア
ド
ル
で
文
化
・
芸
術

活
動
を
行
う
小
池
さ
ん

市 報 か す が
平成26年4月15日9
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イ
ベ
ン
ト

茶
摘
み
体
験
in
う
き
は
市

参
加
者
募
集

　

福
岡
都
市
圏
で
使
用
す
る
水
道
水
の

３
分
の
１
は
、筑
後
川
か
ら
の
恵
み
で

す
。福
岡
都
市
圏
広
域
行
政
事
業
組
合

は
、流
域
連
携
基
金
交
流
事
業
の
一
環

と
し
て
、筑
後
川
の
水
源
地
域
・
流
域
で

あ
る
う
き
は
市
で「
茶
摘
み
体
験
in
う

き
は
市
」を
実
施
し
ま
す
。

　

う
き
は
市
は
、平
成
24
年
７
月
の
九

州
北
部
豪
雨
災
害
の
痕
跡
が
い
ま
だ
に

残
っ
て
お
り
、復
興
に
向
け
た
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

茶
摘
み
体
験
や
調
音
の
滝
散
策
を
通

し
て
、環
境
保
全
や
水
の
大
切
さ
を
肌

で
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

福
岡
都
市
圏
在
住
の
人（
小
学

生
の
場
合
は
保
護
者
同
伴
）

日
時　

５
月
24
日
㈯

　
　
　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

集
合
解
散
場
所　

福
岡
市
役
所（
福
岡

市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
８
ー
１
）

目
的
地　

う
き
は
市
妹い

も
が
わ川
地
区
他

事
業
内
容

▽
長
野
水
神
社
見
学

▽
茶
摘
み
・
手
も
み
体
験

▽
調
音
の
滝
散
策（
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ガ

イ
ド
案
内
）

参
加
費　

１
人
１
０
０
０
円

定
員　

40
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽

選
）

持
っ
て
く
る
も
の　

動
き
や
す
く
汚
れ

て
も
よ
い
服
、雨
天
の
場
合
は

雨
具

申
込
方
法　

５
月
７
日
㈬
ま
で
に
、ハ

ガ
キ
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
事
業
名（
茶

摘
み
体
験
in
う
き
は
市
参
加
希

望
）、応
募
者
全
員
分
の
郵
便
番

号
、住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、電
話
番
号（
緊
急
連
絡

先
）を
明
記
し
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
事
業
組
合

（
〒
810
ー
８
６
２
０
福
岡
市
中

央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
８
ー
１　

福
岡

市
役
所
内
）

☎（
７
３
３
）５
０
０
４

F（
７
３
３
）５
０
０
５

fvgv9
8
4
0
@
m
b
.info

w
eb
.

ne.jp

六
月
博
多
座
大
歌
舞
伎

市
民
半
額
観
劇
会

　

博
多
座
の
６
月
歌
舞
伎
公
演
が
半
額

で
観
劇
で
き
ま
す
。

日
時　

▽
６
月
２
日
㈪　

午
前
11
時
〜
、午
後

４
時
〜

▽
６
月
３
日
㈫　

午
前
11
時
〜
、午
後

４
時
〜

▽
６
月
７
日
㈯　

午
後
４
時
〜

▽
６
月
21
日
㈯　

午
前
11
時
〜

場
所　

博
多
座（
福
岡
市
博
多
区
下し

も
か
わ川

端ば
た
ま
ち町
２
ー
１
）

チ
ケ
ッ
ト
料
金　

Ａ
席　

９
０
０
０
円

（
通
常
１
万
８
０
０
０
円
）

※
取
り
扱
い
手
数
料
と
し
て
、１
枚
の

場
合
は
４
０
０
円（
２
枚
の
場
合
は

７
０
０
円
）と
振
替
手
数
料
が
掛
か

り
ま
す
。

定
員　

各
回
１
０
０
人（
応
募
者
多
数

の
場
合
抽
選
）

※
当
選
通
知
の
発
送（
４
月
25
日
㈮
頃

発
送
）を
も
っ
て
当
選
の
発
表
を
し

ま
す
。

申
込
方
法　

４
月
22
日
㈫（
当
日
消
印

有
効
）ま
で
に
、ハ
ガ
キ
に
希

望
公
演
日
時（
１
通
１
公
演
の

み
）、参
加
人
数（
２
人
ま
で
）、

郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
記
入
し
て
送
る

申
込
先　

〒
810
ー
８
７
９
９
日
本
郵
便

㈱
福
岡
中
央
郵
便
局
留「
市
民

半
額
会
」宛
て

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
半
額
会
事
務
局

（
日
本
演
劇
興
行
協
会
）

☎（
７
５
１
）８
２
５
８

ス
ポ
ー
ツ

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

わ
ん
ぱ
く
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

春
日
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も

ら
う
た
め
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開

き
ま
す
。参
加
は
無
料
で
す
。た
く
さ
ん

の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

対
象　

小
学
３
〜
５
年
生
く
ら
い

日
時　

５
月
11
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所（
担
当
チ
ー
ム
）　

▽
男
子　

天
神
山
小
学
校
体
育
館（
ウ

イ
ン
グ
春
日
）、大
谷
小
学
校
体
育
館

（
大
谷
ジ
ュ
ニ
ア
）

▽
女
子　

春
日
東
小
学
校
体
育
館（
春

日
フ
レ
ン
ズ
）、白
水
小
学
校
体
育
館

（
天
神
山
ジ
ュ
ニ
ア
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で
上
靴
、タ
オ
ル
、

水
筒
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

５
月
10
日
㈯
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、通
学
校
名
・
学
年
、性
別
、電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
ジ
ュ
ニ
ア
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
実
行
委
員
会　

中な
か
が
き垣

☎（
５
９
２
）３
９
２
０（
F
兼
用
）

気
軽
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

わ
ん
ぱ
く
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
、ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ア
カ
デ

ミ
ー
に
よ
る
野
球
教
室
を
開
き
ま
す
。

　

出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
体
験
・
感
動
を

経
験
し
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

市
内
の
小
学
５
年
生
以
下

日
時　

５
月
18
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所　

春
日
運
動
広
場（
平
田
台
５
ー

１
）

申
込
方
法　

４
月
15
日
㈫
〜
30
日
㈬

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
子

ど
も
の
名
前
、通
学
校
名
・
学

年
、連
絡
先
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団　

春
日
市
小
学

生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟　

吉よ
し
と
み冨

☎（
５
９
１
）９
３
４
０（
F
兼
用
）

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111
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子
ど
も
の
日

温
水
プ
ー
ル
無
料
開
放

　

毎
年
恒
例
の
プ
ー
ル
の
無
料
開
放
を

今
年
も
行
い
ま
す
。ぜ
ひ
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

対
象　

３
歳
〜
中
学
生

※
小
学
２
年
生
以
下
は
、18
歳
以
上
の

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

日
時　

５
月
５
日
㈪

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分

（
入
館
は
午
後
９
時
ま
で
）

場
所　

春
日
市
温
水
プ
ー
ル（
大
谷

６
ー
28
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
プ
ー
ル

☎（
９
１
５
）３
５
０
０

F（
９
１
５
）１
０
０
５

健　

康

75
歳
以
上
の
美
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

　

認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
、実
技
を

中
心
に
脳
の
活
性
化
を
行
う
楽
し
い
教

室
で
す
。

　

若
々
し
い
美
脳
を
目
指
し
て
、気
軽

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
75
歳
以
上

で
、原
則
と
し
て
全
日
程
に
参

加
で
き
る
人

日
時　

５
月
12
日
〜
６
月
２
日
の
毎
週

月
曜
日（
計
４
回
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

認
知
症
に
つ
い
て
の
講
義
、脳

の
若
返
り
の
た
め
の
運
動
、脳

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

講
師　

三み

ね根
小こ

ず

え
珠
恵
さ
ん（
介
護
福
祉

士
）

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

４
月
15
日
㈫
以
降
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、直
接
窓
口
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
介
護

予
防
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
、子
ど

も
の
食
事
が
気
に
な
る
人
な
ど
、食
生

活
に
関
す
る
悩
み
に
つ
い
て
、管
理
栄

養
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　

日
時　

４
月
23
日
㈬
、５
月
14
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
会
議
室

（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
は
、心

の
健
康
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

費
用
は
無
料
で
専
門
の
医
師
が
相
談

に
応
じ
ま
す（
要
予
約
）。本
人
以
外
で

家
族
か
ら
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

○
精
神
保
健
福
祉
相
談

日
時　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

内
容　

心
の
悩
み
や
不
眠
、気
に
な

る
言
動
、精
神
科
治
療
を
中

断
し
て
い
る
、な
ど
の
相
談

○
ア
ル
コ
ー
ル
相
談（
精
神
保
健
福
祉

相
談
と
同
時
開
催
）

日
時　

毎
月
第
２
、第
４
水
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

内
容　

お
酒
を
や
め
た
い
、や
め
さ

せ
た
い
、な
ど
の
相
談

○
思
春
期
相
談

日
時　

毎
月
第
４
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

内
容　

学
校
を
長
く
休
ん
で
い
る
、

家
に
引
き
こ
も
っ
て
い
る
な

ど
、思
春
期
に
関
す
る
悩
み

や
不
安
に
つ
い
て
の
相
談

場
所　

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

（
大
野
城
市
白し

ら
き
ば
る

木
原
３
ー
５
ー

25
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
所
精

神
保
健
係

☎（
５
１
３
）５
５
８
５

F（
５
１
３
）５
５
９
８

問い合わせ先　環境課
☎（584）1111　F（584）1147

春のエコ行動

　気候も暖かく、草花も咲き、散歩す
るのには良い季節です。普段は車で
移動している人も、散歩がてら徒歩
や自転車で移動してみませんか。
○車の利用を少し減らす
　普段行っているこまめな省エネ
や環境に良い行動も大事ですが、
車の利用を少し控える（1日10分
車に乗る時間を減らす）だけで省
エネ、温暖化の防止に大きく貢献
できます。

■1世帯1年間当たりの平均的なCO₂削減量

○車利用と健康
　車で通勤している人の肥満割
合は、車以外で通勤している人よ
り5割程度高い傾向にあるという
データがあります。車1時間の移
動をバスや電車に変えるだけで、
ジョギング約2㎞（約16分間）に相
当するなど、少し歩くように心掛
けるだけで、肥満や糖尿病の予防
効果があります。
　また、小さい子どもがいると車
での移動になりがちですが、散歩
をしながら季節のものを見つける
楽しさを伝えたり、電車やバスに
乗って公共のルールやマナーを教
えたりしてはいかがでしょうか。

（参考：日本モビリティ・マネジメント会議関
連資料、個人の通勤交通行動が健康状態
に与える影響に関する研究（2006））

テレビを見る時間
を 1日 1時間減らす

シャワーの利用時間
を 1日 1分減らす

買い物で、包装紙や
レジ袋をもらわない

車の運転時間を
1日 10分減らす

0 300 600

13 ㎏減

65㎏減

58㎏減

588㎏減
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F（
５
０
１
）０
０
５
１

離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

　

赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
量
や
内
容
で
悩
ん

で
い
る
人
の
た
め
の
、離
乳
食
の
作
り

方
や
進
め
方
の
教
室（
離
乳
食
中
期
以

降
の
話
が
中
心
）で
す
。

　

託
児（
１
人
３
０
０
円
、先
着
15
人
）

も
あ
り
ま
す
。

対
象　

生
後
６
〜
８
カ
月
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者

日
時　

５
月
21
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
／
午
後
１
時
〜
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費　

２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、手
拭
き
タ

オ
ル
、託
児
に
必
要
な
道
具（
名

前
を
書
い
て
お
く
）

申
込
方
法　

４
月
15
日
㈫
〜
５
月
９
日

㈮
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、子
ど

も
の
生
年
月
日
、託
児
の
有
無

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が

ま
か
せ
て
会
員・ど
っ
ち
も
会
員
募
集

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

か
す
が（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が
）は
、「
子

育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
人
」が「
子

育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
人
」を

支
援
す
る
会
員
同
士
の
相
互
援
助
活
動

組
織
で
す
。

　
「
ま
か
せ
て
・
ど
っ
ち
も
会
員
」に
な

る
た
め
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
全
日
程
の
出
席
が
で
き
な
い
場

合
は
、次
回
の
講
習
会
で
未
受
講
分
を

受
け
れ
ば
会
員
登
録
で
き
ま
す
。受
講

は
無
料
で
、託
児（
２
歳
以
上
、先
着
順
、

定
員
10
人
、無
料
）も
あ
り
ま
す
。

日
時
・
内
容

▽
５
月
９
日
㈮　

午
前
10
時
〜
正
午

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
仕
組
み
と
活
動
、子
ど
も
の
遊
び

（
講
師
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
か
す
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▽
５
月
13
日
㈫　

午
前
10
時
〜
正
午

　

子
ど
も
の
か
ら
だ
と
健
康（
医
師
の

立
場
か
ら
）（
講
師
／
横よ

こ
や
ま山　

隆た
か
しさ
ん

（
横
山
小
児
科
医
師
））

▽
５
月
19
日
㈪　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
０
時
30
分

　

子
ど
も
の
事
故
と
安
全
に
つ
い
て

（
救
命
講
習
）（
講
師
／
春
日
・
大
野

城
・
那
珂
川
消
防
署
警
防
課
救
急
隊

員
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
５
月
20
日
㈫　

午
前
10
時
〜
正
午

　

気
持
ち
の
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
に（
講
師
／
渋し

ぶ
た田
登と

美み

こ子
さ
ん（
筑
紫
女
学
園
大
学
人
間

科
学
部
准
教
授
））

▽
５
月
21
日
㈬　

午
前
10
時
〜
正
午

地
域
の
子
育
て
と
子
ど
も
の
遊
び
、

会
員
登
録（
講
師
／
子
育
て
支
援
課
、

保
育
士
）　

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ
わ
ん
ぱ
く

ル
ー
ム（
須
玖
南
２
ー
１
２
０
）

申
込
方
法　

４
月
15
日
㈫
〜
５
月
２
日

㈮
に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
、託
児
の
有
無

を
伝
え
る

※
詳
し
い
チ
ラ
シ
は
、市
役
所
ロ
ビ
ー
、

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
、い
き
い

き
プ
ラ
ザ
、す
く
す
く
プ
ラ
ザ
に
置

い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か
す
が

事
務
局

☎（
５
８
４
）７
７
０
０（
直
通
）

F（
５
８
４
）７
７
３
９

fam
isap

o
@
city.kasu

ga.
fukuoka.jp

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

参
加
者
募
集

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、お
出
掛

け
デ
ビ
ュ
ー
や
、友
達
づ
く
り
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

　

月
齢
が
近
い
親
子
同
士
で
、さ
ま
ざ

ま
な
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

平
成
25
年
11
月
〜
26
年
２
月
生

ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

（
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
）

子
育
て

参
加
者
募
集

パ
パ
マ
マ
教
室

　

夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、出
産
予

定
日
が
７
・
８
月
の
妊
婦
と
そ

の
夫

※
初
産
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

日
時　

５
月
17
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

▽
助
産
師
に
よ
る
話「
お
産
の
仕
組
み

と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

▽
育
児
実
技（
も
く
浴
実
習
な
ど
）

参
加
費　

１
組
４
０
０
円

定
員　

16
組（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　

４
月
30
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名

（
夫
婦
）、年
齢
、電
話
番
号
、出

産
予
定
日
を
書
い
て
送
る

※
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
は
住
所
、氏
名
を

書
き
、裏
面
は
白
紙
で
送
っ
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当「
パ
パ
マ
マ
教
室
申

込
受
付
」係（
〒
816
ー
０
８
５
１

昇
町
１
ー
１
２
０
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

日
時　

５
月
７
日
㈬
・
14
日
㈬

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

内
容　

親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士
・
保
健
師
に
よ
る
相
談

（
希
望
者
の
み
）　

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
託
児
、参
加
は
で

き
ま
せ
ん
。

定
員　

12
組（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　

４
月
16
日
㈬
〜
30
日
㈬

に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
居
住
地

区
、子
ど
も
の
名
前
、生
年
月

日
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

課
子
育
て
支
援
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

ko
so
d
ate@

city.kasuga.
fukuoka.jp
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福　

祉

平
成
26
年
度
厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝

参
加
者
募
集

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族

を
対
象
に
、慰
霊
巡
拝
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

対
象　

巡
拝
地
域
に
お
け
る
戦
没
者

の
配
偶
者（
再
婚
し
た
人
を
除

く
）、父
、母
、子
、兄
弟
姉
妹
で
、

実
施
時
期
に
お
い
て
原
則
80
歳

以
下
の
人

※
応
募
人
数
が
募
集
人
数
を
下
回
っ
た

場
合
、自
費
参
加
を
了
承
す
る
人
に

限
り
、弾
力
的
運
用（
戦
没
者
の
孫
、

参
加
す
る
子
・
兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者
、

甥
、姪
の
参
加
）を
認
め
て
い
ま
す
。

○
硫
黄
島（
第
１
次
）

実
施
予
定
時
期　

６
月
10
日
㈫
〜
11

日
㈬（
２
日
間
）

定
員　

１
０
０
人

○
ア
ム
ー
ル
州

実
施
予
定
時
期　

８
月
24
日
㈰
〜
９

月
２
日
㈫（
10
日
間
）

定
員　

15
人

○
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方

実
施
予
定
時
期　

８
月
31
日
㈰
〜
９

月
９
日
㈫（
10
日
間
）

定
員　

15
人

○
中
国
東
北
地
方

実
施
予
定
時
期　

９
月
２
日
㈫
〜
９

日
㈫（
８
日
間
）

定
員　

10
人

※
予
定
時
期
、期
間
、定
員
に
つ
い
て

は
、今
後
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

申
込
方
法　

４
月
21
日
㈪
ま
で
に
、電

話
で
申
し
込
む

※
後
日
書
類
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
福
祉
計
画

課
地
域
福
祉
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
２

手
話
を
学
ぼ
う
手
話
で
話
そ
う

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会

　

聴
覚
障
が
い
者
の
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
あ
る「
手
話
」を
学

び
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
人
で
、受
講
後
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で
き
る
人

（
講
座
内
容
が
変
わ
っ
た
た
め
、

以
前
受
講
し
た
人
も
受
講
可
）

日
程　

５
月
13
日
〜
２
月
24
日
の
計
46

回（
７
月
末
ま
で
は
毎
週
火
・
金

曜
日
、８
月
以
降
は
毎
週
火
曜

日
）

時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
視
聴
覚
室

（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

受
講
料　

３
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
・

税
抜
き
）

定
員　

40
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

４
月
30
日
㈬（
必
着
）ま

で
に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番

号
、住
所（
市
外
居
住
者
は
勤
務

先
・
学
校
名
も
）、氏
名（
ふ
り
が

な
）、年
齢
、電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

番
号
、受
講
動
機
を
書
い
て
送

る

※
受
講
の
可
否
は
、５
月
７
日
㈬
ま
で

に
通
知
し
ま
す
。

※
参
加
申
し
込
み
が
10
人
に
満
た
な
い

場
合
は
事
業
を
実
施
し
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
支
援
課

障
が
い
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）３
０
９
０

講
演
講
座

参
加
者
募
集

読
書
に
関
す
る
講
演
会・講
座

○
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座（
春
）

　

読
み
聞
か
せ
を
始
め
て
み
た
い

人
、学
ん
で
み
た
い
人
の
た
め
の
講

座
で
す
。

　

地
域
の
公
民
館
や
小
学
校
で
、子

ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象

▽
一
般
コ
ー
ス　

読
み
聞
か
せ
の
経

験
が
３
年
以
下
で
、読
み
聞
か
せ

の
基
本
に
つ
い
て
学
び
た
い
人

▽
学
校
コ
ー
ス　

読
み
聞
か
せ
の
経

験
が
３
年
以
下
で
、学
校
で
読
み

聞
か
せ
の
活
動
を
す
る
予
定
の
人

ま
た
は
現
在
活
動
し
て
い
る
人

日
時　

５
月
15
日
㈭
、22
日
㈭
、６
月

５
日
㈭
、12
日
㈭
の
４
日
間

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
学
習
室（
大
谷
６
ー
24
）他

定
員　

各
コ
ー
ス
15
人

託
児　

あ
り（
先
着
順
）

申
込
期
限　

４
月
30
日
㈬

○
読
書
講
演
会

日
時　

５
月
15
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

旧
館
２
階
大
会
議
室（
大
谷

６
ー
24
）

演
題　

子
ど
も　

絵
本　

大
人
〜
絵

本
が
育
む
豊
な
心
〜

※
内
容
は
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

初
回
と
共
通
で
す
。

講
師　

前ま
え
ぞ
の園
敦あ

つ
こ子
さ
ん（
子
ど
も
の

本
の
専
門
店
エ
ル
マ
ー
代

表
）

定
員　

１
０
０
人

託
児　

あ
り（
先
着
順
）

申
込
期
限　

５
月
11
日
㈰

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

各
期
限
ま
で
に
、申
込
用

紙
を
市
民
図
書
館
の
児
童
カ

ウ
ン
タ
ー
に
提
出
す
る

※
各
申
込
用
紙
は
市
民
図
書
館
、児
童

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま

す
。電
話
で
の
申
し
込
み
も
で
き
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
民
図

書
館

☎（
５
８
４
）４
６
４
６

F（
５
８
４
）３
９
０
０

空
き
巣
に
注
意

　

市
内
に
お
け
る
空
き
巣
被
害
が
増

加
し
て
い
ま
す
。空
き
巣
と
は
、留
守

中
の
家
屋
に
侵
入
し
、金
品
を
窃
取

す
る
犯
行
で
、県
内
で
被
害
に
遭
っ

た
約
４
割
の
家
で
は
無
施
錠
の
玄
関

や
窓
か
ら
侵
入
さ
れ
て
い
ま
す
。被

害
防
止
の
た
め
に
次
の
こ
と
を
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

▽
ゴ
ミ
捨
て
な
ど
、わ
ず
か
な
時
間

の
外
出
で
あ
っ
て
も
必
ず
玄
関
や

窓
の
鍵
を
か
け
る

▽
家
の
周
り
の
木
々
を
小
ま
め
に
剪せ

ん

定て
い
す
る
な
ど
、見
通
し
を
確
保
す
る

▽
玄
関
や
窓
は
補
助
錠
を
取
り
付

け
、二
重
に
施
錠
す
る

▽
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
や
テ
レ
ビ
モ
ニ

タ
ー
付
き
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
な
ど
の

防
犯
機
器
を
利
用
す
る

安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
３

春
日
署
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

☎（
５
８
０
）０
１
１
０（
F
兼
用
）

安
全

安
心
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内
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巣
発
生
状
況
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政
治
学
級
受
講
生
募
集

春
日
を
み
つ
め
よ
う
学
級

　

市
の
行
政
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
学

習
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上

で
、６
回
以
上
受
講
が
可
能
な

人

日
時　

５
月
〜
平
成
27
年
２
月
の
毎
月

第
３
金
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

学
習
室
３（
大
谷
６
ー
24
）

参
加
費　

無
料（
実
費
な
ど
の
負
担
あ

り
）

定
員　

40
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

申
込
方
法　

５
月
２
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に「
政
治
学
級

応
募
」と
明
記
し
、郵
便
番
号
、

住
所
、氏
名
、年
齢（
４
月
１
日

現
在
）、性
別
、電
話
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
番
号
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
選
挙

管
理
委
員
会（
〒
816
ー
８
５
０ 

１
原
町
３
ー
１
ー
５
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
１

乳
が
ん
体
験
を
通
し
て・・・

山
田
邦
子
講
演
会

　

健
康
番
組
の
出
演
が
き
っ
か
け
で
乳

が
ん
が
見
つ
か
り
、手
術
を
し
た
山や

ま
だ田

邦く
に
こ子
さ
ん
に
、そ
の
体
験
を
通
し
て
、

が
ん
の
早
期
発
見
や
検
診
の
大
切
さ
を

語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。健
康
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

５
月
17
日
㈯

午
後
２
時
〜
４
時（
開
場
／
午

後
１
時
30
分
〜
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新

館
ス
プ
リ
ン
グ
ホ
ー
ル（
大
谷

６
ー
24
）

料
金　

前
売
２
０
０
０
円
、当
日
２
５ 

０
０
円（
全
席
自
由
）

※
入
場
券
の
購
入
方
法
な
ど
、詳
細
に

つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

託
児　

無
料（
５
月
14
日
㈬
午
後
４
時

ま
で
に
☎
０
９
０（
５
７
２
１
）

１
２
９
６
に
電
話
で
申
し
込
む
）

問
い
合
わ
せ
先　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
福
岡
ー
や
よ
い　

金か
な
ざ
わ澤

☎（
５
７
２
）５
９
１
３

F（
５
７
２
）５
９
２
１

相　

談

「
憲
法
週
間
」

無
料
法
律
相
談

　

福
岡
県
弁
護
士
会
は
、５
月
１
日
か

ら
７
日
ま
で
の「
憲
法
週
間
」を
記
念

し
、無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

５
月
12
日
㈪
〜
16
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所　

福
岡
県
弁
護
士
会
天
神
弁
護
士

セ
ン
タ
ー（
福
岡
市
中
央
区
渡わ

た

辺な
べ
ど
お
り
通
５
ー
14
ー
12
南
天
神
ビ
ル

２
階
）

定
員　

１
０
０
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

４
月
28
日
㈪
午
前
９
時
以

降
に
電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

天
神
弁
護
士

セ
ン
タ
ー

☎（
７
４
１
）３
２
０
８

募　

集

第
２
回
歴
史
散
歩

参
加
者
募
集

　

市
内
の
小
水
城（
大
土
居
、天
神
山
）

や
推
定
小
水
城（
小
倉
、春
日
）、大
野
城

市
上
大
利
小
水
城
な
ど
を
徒
歩
で
探
訪

し
ま
す
。家
族
で
一
緒
に
歴
史
探
索
に

出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

５
月
17
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

集
合
場
所　

白
水
小
学
校（
白
水
ヶ
丘

１
ー
１
０
０
）

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

４
月
17
日
㈭
〜
５
月
16
日

㈮
に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、直

接
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
窓
口

で
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

第
33
回
春
日
市
少
年
の
船

団
員
募
集

　

４
泊
５
日
の
沖
縄
研
修
を
通
し
て
、

団
体
生
活
を
楽
し
く
学
ぶ
少
年
の
船
の

団
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

期
日　

８
月
19
日
㈫
〜
23
日
㈯（
４
泊

５
日
）

※
事
前
に
２
回
、事
後
に
１
回
の
研
修

が
あ
り
ま
す
。

内
容　

海
洋
研
修
、平
和
学
習
、文
化
体

験
学
習
な
ど

参
加
費

▽
小
学
生　

４
万
９
０
０
０
円

▽
中
学
生　

５
万
１
０
０
０
円

※
こ
の
他
に
、団
服
・
団
帽
、報
告
書
費

用（
５
０
０
０
円
）が
必
要
で
す
。

な
お
、母
子
家
庭
、心
身
障
が
い
児
、

生
活
保
護
世
帯
な
ど
に
は
、参
加
費

の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す（
所
得
制
限
あ
り
）。

定
員　

小
学
生
55
人
、中
学
生
５
人（
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

応
募
方
法　

５
月
30
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、学
校
ま
た
は
事
務
局
に
あ

る
申
込
用
紙
を
郵
送
す
る
か
直

接
事
務
局
に
持
参
す
る

※
４
月
30
日
㈬
ま
で
に
応
募
し
た
人
全

員
に
、帽
子（
少
年
の
船
用
）を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
少
年
の

船
実
行
委
員
会
事
務
局　

五ご
と
う島

（
〒
816
ー
０
８
３
１
大
谷
６
ー
24

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
５
８
４
）２
１
９
０（
F
兼
用
）

※
詳
し
く
は
、少
年
の
船
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（

w
w
w
.kasuga-soj.

com
/

）を
見
て
く
だ
さ
い
。

春
日
市
商
工
会

会
員
募
集

　

春
日
市
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
人
や

春
日
市
に
居
住
し
て
い
る
商
工
業
者
の

皆
さ
ん
、春
日
市
商
工
会
に
加
入
し
ま

せ
ん
か
。加
入
す
る
と
次
の
よ
う
な
利

点
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

利
点

▽
経
営
相
談

▽
税
務
相
談（
税
務
申
告
・
節
税
・
記
帳
）

▽
融
資
相
談（
低
金
利
で
の
融
資
・
各
種

融
資
制
度
の
紹
介
）

▽
保
険
事
業（
貯
蓄
・
福
祉
・
退
職
金
・
労

災
な
ど
）

▽
講
演
会
・
講
習
会
開
催

▽
会
員
・
家
族
・
従
業
員
の
健
康
診
断
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

▽
青
年
部
・
女
性
部
・
各
部
会
へ
の
加
入

（
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
・
友
人
を
つ

く
る
チ
ャ
ン
ス
）

▽
経
営
革
新
支
援（
支
援
実
績
は
日
本

一
）

会
費　

１
カ
月
１
０
０
０
円（
４
月
・
10

月
に
６
０
０
０
円
自
動
振
替
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
商
工
会
事

務
局　

城じ
ょ
う
ご後（
伯
玄
町
２
ー
24
）

☎（
５
８
１
）１
４
０
７

info@
kasuga21.com

http://w
w
w
.kasuga21.com△春日市商工会マスコット

　キャラクター　ぐり坊
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第
17
回

つ
く
し
路
１
０
０
km
徒
歩
の
旅

　

１
日
20
㎞
、５
日
で
１
０
０
㎞
完
歩

に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

○
参
加
者
募
集

対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

期
日　

８
月
８
日
㈮
〜
12
日
㈫（
４

泊
５
日
）

コ
ー
ス

春
日
市
↓
那
珂
川
町
↓
筑

紫
野
市
↓
大
野
城
市
↓
太
宰

府
市

参
加
費　

２
万
５
０
０
０
円（
食
事

代
他
含
む
）

定
員　

１
２
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
開
始　

５
月
11
日
㈰
午
前
10
時

〜

○
中
高
生
ス
タ
ッ
フ
研
修
生
募
集

対
象　

中
学
生
・
高
校
生
で
１
０
０

㎞
徒
歩
の
旅
の
経
験
者

参
加
費　

１
万
５
０
０
０
円

定
員

若
干
名

※
申
し
込
み
は
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。ま
た
、簡
単
な
面
談

を
し
ま
す
。

な
お
、参
加
決
定
者
に
は
研
修
会

が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

電
話
で
住
所
、氏
名
、年

齢
、学
校
名
、学
年
、電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
団
法
人
つ

く
し
青
年
会
議
所
事
務
局
内

「
つ
く
し
路
１
０
０
㎞
徒
歩
の

旅
」

☎（
９
２
４
）８
３
３
８（
受
付
／
午
前

10
時
〜
午
後
４
時　

５
月
11
日
以
外

は
平
日
の
み
）

☎
０
８
０（
６
４
４
４
）６
２
４
２（
５

月
11
日
の
み
）

健
康
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ｇ
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

　

体
と
頭
を
使
う
ダ
ン
ス
は
、健
康
と

若
さ
を
保
つ
の
に
適
し
て
い
ま
す
。音

楽
の
リ
ズ
ム
に
乗
り
自
然
に
動
け
る
よ

う
に
、ス
テ
ッ
プ
の
一
歩
か
ら
、ダ
ン
ス

教
師
の
資
格
を
持
つ
教
師
が
親
切
に
指

導
し
ま
す
。

日
時　

毎
週
土
曜
日

午
後
３
時
〜
５
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

会
費　

月
額
４
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

合ご
う
は
ら原

☎（
５
９
２
）６
６
０
９（
F
兼
用
）

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

第
12
期　

学
び
合
い
塾

　

地
域
や
年
齢
を
超
え
た
人
と
の
出
会

い
は
、子
ど
も
を
大
き
く
成
長
さ
せ
ま

す
。専
門
家
と
一
緒
に
自
然
体
験
活
動

を
通
じ
て
、五
感
や
創
造
性
を
培
い
ま

せ
ん
か
。

対
象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

日
時　

６
月
８
日
㈰
〜
平
成
27
年
１
月

25
日
㈰

※
説
明
会
を
初
日
の
６
月
８
日
㈰
午
前

９
時
〜
午
後
０
時
30
分
に
行
い
ま

す
。

場
所　

市
内

参
加
費　

１
万
８
０
０
０
円（
活
動
費

実
費
、バ
ス
・
キ
ャ
ン
プ
費
用
）

定
員　

30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

内
容　

キ
ャ
ン
プ
、干
潟
体
験
、秘
密
基

地
作
り
な
ど
の
自
然
体
験
活
動

（
全
９
回
）

申
込
方
法　

５
月
９
日
㈮
ま
で
に
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、学
校
名
、

学
年
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

☎（
５
７
２
）８
７
４
０（
F
兼
用
）

m
anab

iaizyuku@
yaho

o
.

co.jp

そ
の
他

平
成
27
年
歌
会
始

お
題
は「
本
」

　

平
成
27
年
歌
会
始
の
お
題
は「
本
」で

す
。

　
「
本
」の
字
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
れ
ば

読
み
方
は
問
い
ま
せ
ん
。ま
た
、本
を
表

す
内
容
で
あ
れ
ば
、「
本
」の
文
字
が
な

く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

○
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌
で

１
人
１
首
と
し
、未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

○
習
字
用
の
半
紙
を
横
長
に
使
い
、右

半
分
に
お
題
と
短
歌
、左
半
分
に
郵

便
番
号
、住
所
、電
話
番
号
、氏
名（
本

名
・
ふ
り
が
な
付
き
）、生
年
月
日
、性

別
、職
業（
な
る
べ
く
具
体
的
に
）を

縦
書
き
し
て
く
だ
さ
い（
書
式
図
参

照
）。

無
職
の
場
合
は
、「
無
職
」と
書
き
、以

前
に
職
業
に
就
い
た
こ
と
が
あ
る
場

合
は
、な
る
べ
く
元
の
職
業
を
書
い

て
く
だ
さ
い（
主
婦
の
場
合
は「
主

婦
」で
可
）。

○
全
て
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、海
外
か
ら
詠
進
す
る
場
合
、

用
紙
は
随
意（
た
だ
し
半
紙
サ
イ
ズ

24
㎝
×
33
㎝
の
横
長
）と
し
、毛
筆
で

な
く
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

○
病
気
ま
た
は
身
体
障
が
い
の
た
め
、

毛
筆
で
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
、次
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▽
代
書（
墨
書
）で
詠
進
し
、代
筆
の

理
由
と
代
筆
者
の
住
所
と
氏
名
を

別
紙
に
書
い
て
添
え
る
。

▽
本
人
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
な

ど
を
使
っ
て
印
字
し
、こ
れ
ら
の

機
器
を
使
用
し
た
理
由
を
別
紙
に

書
い
て
添
え
る
。

※
視
覚
障
が
い
が
あ
る
人
は
、点
字

で
詠
進
し
て
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。

注
意
事
項（
次
に
該
当
す
る
場
合
は
失

格
）

▽
お
題
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
、短
歌

の
定
型
で
な
い
、用
紙
が
縦
長

▽
１
人
で
２
首
以
上
詠
進
、毛
筆
で
な

い
▽
詠
進
歌
が
す
で
に
発
表
さ
れ
た
短
歌

と
同
一
ま
た
は
著
し
く
類
似
し
た
短

歌
で
あ
る

▽
歌
会
始
の
行
わ
れ
る
以
前
に
新
聞
、

雑
誌
、そ
の
他
の
出
版
物
、年
賀
状
な

ど
に
よ
り
発
表
し
た
詠
進
歌

▽
先
に
述
べ
た
代
筆
の
理
由
書
を
添
え

た
場
合
を
除
き
、同
筆
と
認
め
ら
れ

る
す
べ
て
の
詠
進
歌

▽
住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、性
別
、職

業
、電
話
番
号
を
書
い
て
い
な
い
も

の
、そ
の
他
こ
の
詠
進
要
領
に
よ
ら

な
い

詠
進
歌
送
付
方
法　

９
月
30
日
㈫

（
当
日
消
印
有
効
）ま
で
に
、

「
〒
100
ー
８
１
１
１
宮
内
庁
」宛

て
に
、封
筒
に「
詠
進
歌
」と
書

い
て
送
る（
詠
進
歌
は
小
さ
く

折
っ
て
封
入
可
）

※
疑
問
が
あ
る
場
合
は
、９
月
20
日
㈯

ま
で
に
直
接
、宮
内
庁
式
部
職
宛
て

に
、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
を
書
き
、

返
信
用
切
手
を
貼
っ
た
封
筒
を
添
え

て
問
い
合
わ
せ
る
か
、宮
内
庁
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

宮
内
庁

http://w
w
w
.kunaicho.go.jp/
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知
っ
て
い
ま
す
か

情
報
公
開・個
人
情
報
保
護
総
合
案
内
所

　

国
の
行
政
機
関
や
独
立
行
政
法
人
な

ど
の
情
報
公
開
制
度
や
個
人
情
報
保
護

制
度
に
つ
い
て
、開
示
請
求
の
方
法
や

請
求
窓
口
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

開
設
時
間　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５

時（
土
・
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年

始
を
除
く
）

場
所　
福
岡
合
同
庁
舎
本
館
８
階（
福
岡
市

博
多
区
博は

か
た
え
き
ひ
が
し

多
駅
東
２
ー
11
ー
１
総

務
省
九
州
管
区
行
政
評
価
局
内
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
局

☎（
４
３
１
）７
０
８
３

F（
４
３
１
）７
０
８
４

試　

験

平
成
26
年
度
国
家
試
験

調
理
技
術
審
査・技
能
検
定
試
験

　

学
科
試
験
、実
技
試
験
の
両
方
に
合

格
す
る
と
、厚
生
労
働
大
臣
か
ら「
専
門

調
理
師
」・「
調
理
技
能
士
」の
称
号
が

与
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、調
理
師
養
成
施
設
校
の
教
員

資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。

受
験
申
請
書
の
受
付
期
間

▽（
前
期
）す
し
料
理
、中
国
料
理
、給
食

用
特
殊
料
理

４
月
３
日
㈭
〜
５
月
７
日
㈬（
当
日

消
印
有
効
）

▽（
後
期
）日
本
料
理
、西
洋
料
理
、麺
料

理９
月
３
日
㈬
〜
10
月
３
日
㈮（
当
日

消
印
有
効
）

受
験
手
数
料　

実
技
１
万
８
８
０
０

円
、学
科
３
７
０
０
円

※
受
験
資
格
な
ど
、詳
し
く
は
、同
セ
ン

タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
http://

w
w
w
.chouri-ggc.or.jp

）
を
見

る
か
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

社
団
法
人
調
理
技
術

技
能
セ
ン
タ
ー

☎
０
３（
３
６
６
７
）１
８
６
７

F
０
３（
３
６
６
７
）１
８
６
８

｢声の広報｣を
配布しています

　視覚に障がいがある人を対象
に、市報かすが（月2回）、市議会だ
より（年4回）、エイメッセ（月1回）な
ど、市政や地域の話題、福祉に関す
るお知らせ情報などをカセットテー
プ・CD ｰ R（D

デ イ ジ ー

AISY版）に録音し、
無料で配布しています。希望者は
連絡してください。
対象　市内に居住し、身体障害者

手帳の交付を受けている視覚
障がい者で配布を希望する人

配布方法　第4種郵便で郵送
申込・問い合わせ先　社会福祉協

議会ボランティアセンター　
☎（501）1136
F（581）7258

いきいき体操
　
「
酒
は
百
薬
の
長
」と
い
わ
れ
、適

量
を
守
れ
ば
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。し

か
し
、お
酒
の
飲
み
過
ぎ
は
、健
康
を

害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。週
２
日
は

休
肝
日
を
設
け
る
な
ど
、節
度
あ
る
適

度
な
飲
酒
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、未
成
年
は
飲
酒
が
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。未
成
年
を
ア
ル
コ
ー
ル
の

害
か
ら
守
る
の
は
大
人
の
役
割
で
す
。

○
ア
ル
コ
ー
ル
と
脳

　

ア
ル
コ
ー
ル
を
大
量
に
長
い
年

月
飲
み
続
け
る
と
、脳
が
縮
ん
で
き

ま
す
。特
に
未
成
年
は
脳
が
未
発

達
な
た
め
、神
経
細
胞
が
壊
れ
や

す
く
、脳
の
成
長
が
妨
げ
ら
れ
ま

す
。ま
た
、胎
児
や
赤
ち
ゃ
ん
は
ア
ル

コ
ー
ル
に
対
し
て
耐
性
が
と
て
も
低

い
の
で
、妊
娠
中
や
授
乳
中
に
大
量

飲
酒
す
る
と
、脳
な
ど
に
悪
影
響
を

与
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
お
酒
の
１
日
当
た
り
の
適
量

　
１
日
当
た
り
の
純
ア
ル
コ
ー
ル
量

は
、男
性
は
20
ｇ
、女
性
は
10
ｇ
ま

で
が
適
量
で
す
。

純
ア
ル
コ
ー
ル
量
20ｇ
の
目
安

▽
日
本
酒
１
合

▽
ビ
ー
ル・酎
ハ
イ
５
０
０
㎖

▽
ワ
イ
ン
１
８
０
㎖（
ア
ル
コ
ー
ル

12
％
の
も
の
）

▽
焼
酎
１
２
０
㎖（
ア
ル
コ
ー
ル

25
％
の
も
の
）

飲
み
す
ぎ
る
と
怖
い
ア
ル
コ
ー
ル
の
害

季
節
の
贈
り
物

　

街
中
が
春
の
香
り
に
包
ま
れ
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。今
回
は
、少

し
さ
か
の
ぼ
っ
て
昨
年
の
秋
の
話

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

制
服
も
冬
服
へ
と
移
行
し
、校

内
の
イ
チ
ョ
ウ
や
紅
葉
が
鮮
や
か

に
色
付
い
た
あ
る
日
の
放
課
後
、

一
人
の
女
子
生
徒
が
下
校
途
中
に

事
務
室
の
窓
を
ノ
ッ
ク
し
た
の
で

す
。そ
の
子
が
手
に
し
て
い
た
の

は
、落
葉
し
た
小
さ
な
紅
葉
の
葉

で
し
た
。そ
の
子
は
、優
し
い
笑
顔

で
、そ
の
紅
葉
を
私
に
差
し
出
し
、

「
は
い
、秋
あ
げ
る
！
」と
一
言
。ほ

ん
の
少
し
の
や
り
と
り
で
し
た

が
、季
節
の
贈
り
物
を
く
れ
た
素

敵
な
行
動
と
粋
な
一
言
に
感
動

し
、心
が
暖
ま
っ
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。そ
の
プ
ラ
イ
ス
レ
ス
な

贈
り
物
を
、し
ば
ら
く
事
務
室
の

ド
ア
に
貼
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
生
徒
も
３
月
に
は
卒
業

し
、こ
の
４
月
か
ら
高
校
生
と
し

て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。中
学
校
で
も
、子
ど
も
た
ち
は

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
て
い
ま

す
。そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
輝
く
子

ど
も
た
ち
の
姿
を
こ
れ
か
ら
も
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

春
日
中
主
任
主
事　

中な
か
む
ら村

奈な

つ

こ
津
子

輝
く
子
ど
も
た
ち

輝
く
子
ど
も
た
ち

　正しい姿勢を保つためには、
体幹を鍛えることが大事です。
腰痛などがある人は、無理をしな
い程度に行いましょう。
【体幹強化バランス体操】
①四つ這いの姿勢になる。
②その姿勢から、右手と左足を
同時にまっすぐに上げ、体が一
直線になる状態で保持する。

③ゆっくりと①の姿勢に戻る。
④逆も同様に行う。
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長
か
っ
た
冬
も
終
わ
り
、よ
う

や
く
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。草

木
も
芽
吹
き
、街
中
が
淡
く
色
づ

い
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
▼
私

は
春
が
好
き
な
の
で
す
が
、実
は

ち
ょ
っ
と
苦
手
で
す
。さ
ま
ざ
ま

な
出
会
い
や
別
れ
、環
境
の
変
化

が
あ
り
、そ
れ
に
つ
い
て
い
け
ず

に
気
後
れ
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す

▼
そ
ん
な
私
も
３
月
で
こ
の
職
場

を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
報
を
担
当
し
て
６
年
、業
務
の

説
明
を
受
け
る
だ
け
で
変
な
汗
を

か
き
、い
か
に
も
扱
い
の
難
し
そ

う
な
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
前
に
し

て
さ
ら
に
不
安
が
増
幅
し
た
着
任

時
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

そ
れ
で
も
周
り
の
人
た
ち
に
支
え

ら
れ
、何
と
か
私
な
り
に
務
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
、感
謝
で

い
っ
ぱ
い
で
す
▼
新
し
い
こ
と
を

始
め
る
の
に
は
不
安
が
つ
き
も

の
。で
も「
き
っ
と
大
丈
夫
」。自
分

と
、新
し
い
環
境
で
一
歩
を
踏
み

出
し
た
全
て
の
人
に
、エ
ー
ル
を

送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
M

■相談窓口
法律・生活・行政など
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148
第3水曜日／10時～16時／市役所／第1水曜日8時30分以降
の平日に電話予約／先着15人

◆春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど／月～金曜日／10時
～16時／じょなさん

◆定例行政相談　☎（584）1111
国の行政に関すること／第4火曜日／10時～15時／市役所

◆福岡県交通事故相談所　☎（622）0403　☎（643）3168
月～金曜日／9時～17時（受付は16時まで）／福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉
◆家庭児童相談室　☎（584）1015　F（584）7739
月～土曜日／9時30分～18時／子育て支援センター

◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月～金曜日／8時30分～17時15分／電話相談は24時間受付

◆養育費に関する電話相談　☎（584）3931
月～金曜日／9時～16時／福岡県母子家庭等就業・自立支援
センター
高齢者の介護や福祉
◆北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
◆南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069
月～金曜日／8時30分～17時

※日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

人権
◆定例人権相談　☎（584）1111
第1火曜日／10時～15時／市役所

◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月～金曜日／8時30分～17時15分／福岡法務局筑紫支局
女性の悩み
◆春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月～金曜日／8時30分～17時／じょなさん

◆暴力・DV・セクハラの相談　☎（513）7335
月～水・金曜日10時～17時／木曜日10時～ 20時30分／ちくし女性ホットライン

◆女性総合相談　☎（584）1266
火～日曜日、第4月曜日／9時30分～16時（祝日を除く金曜日は18
時～20時30分）／福岡県男女共同参画センター「あすばる相談室」
不安・悩みごと
◆福岡県警察本部犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」
　☎（632）7830　月～金曜日（祝日・年末年始除く）／9時～17時45分
◆心配ごと相談　☎（581）7225
暮らしの問題や悩み／水曜日／13時～16時／市社会福祉センター

◆福岡いのちの電話　☎（741）4343
さまざまな悩みや不安／24時間受付／匿名可／インターネット相
談あり（ http://www.inochinodenwa-net.jp)

※上記以外にも、各種相談窓口を情報政策課【☎（584）1148】や市ウェブサイ
ト（ http://www.city.kasuga.fukuoka.jp）で紹介しています。

子育て支援センター
　　　　　（須玖南2‒120すくすくプラザ内）
　☎（584）1010　F（584）7739

　日頃の育児で不安になったり、悩んだりすることはあり
ませんか。子どもを思い切り遊ばせたり、子どものことを職
員や他のお母さんたちと話したりしてみませんか。
1　子育て相談・こども相談
　0歳～ 18歳未満の子どもに関わることを、保育士・保
健師・家庭児童相談員が一緒に考えます。
　また、｢学校や友達、自分の心や体のこと｣など子ども自
身からの悩み相談や、｢子育て情報が知りたい｣｢子どもと
うまく向き合えない｣など親の悩みまで、さまざまな相談
に応じます。費用は掛かりません。
方法　電話、面接（予約制）、メール
日時　月～土曜日

午前9時30分～午後6時（祝日・年末年始を除く）
相談専用電話　☎（584）1015
メールアドレス　ko_sodan@city.kasuga.fukuoka.jp

2　遊びの場の提供（たんぽぽルーム）

　「たんぽぽルーム」は、未就学児と保護者が自由に遊べ
る部屋です。子どもの発達に応じたおもちゃを、いろいろ
と用意しています。
　また、毎週水・金曜日、第3土曜日には「親子でぎゅっ
♪」（親子でのふれあい遊び、絵本の読み聞かせなど）を開
催しています。保育士・保健師・家庭児童相談員もいます。
日時　火～日曜日（第３火曜日・祝日・年末年始を除く）

午前10時～午後5時
3　子育ての情報提供、子育て講座の開催
　市報・ウェブサイト・冊子などで、地域の子育てサロン
や幼稚園・保育園のお誘い行事などの子育てに役立つ情
報を紹介しています。
　また、転入者向けの「かすがですくすく」、生後2～ 6
カ月の親子向けの「はじめまして♪あかちゃん」などの講
座も行っています。詳しい内容・日程などは市報でお知ら
せしています。
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黒く
ろ
だ田

官か

ん

べ

え

兵
衛（
孝よ

し
た
か高

）は
、播は

り
ま
の
く
に

磨
国（
現
在
の
兵
庫
県
姫
路
市
）

で
、祖
父
・
重し

げ
た
か隆

、父
・
職も

と
た
か隆

と
三
代
に
わ
た
っ
て
、御ご

ち
ゃ
く
じ
ょ
う

着
城
を
居

城
と
し
た
小こ

で
ら寺

氏
に
仕
え
て
い
ま
し
た
。

　

御
着
城
は
山
の
上
に
築
か
れ
る
山や

ま
じ
ろ城

と
は
異
な
り
、播
磨
平

野
を
流
れ
る
天あ

ま
か
わ川

を
南
と
西
の
防
衛
ラ
イ
ン
と
し
て
利
用
し
、

北
と
東
に
堀
を
め
ぐ
ら
し
た
平ひ

ら
じ
ろ城

で
し
た
。

　

黒
田
家
ゆ
か
り
の
御
着
城
を
描
い
た
絵
図
は
、姫
路
市
・

天あ
ま
か
わ
け
い
い
ち

川
圭
一
家
所
蔵（
姫
路
市
城
郭
研
究
室
で
展
示
中
）と
、春
日

市
所
蔵
の
佐さ

と
う藤

恭や
す
と
し
け

敏
家
文も

ん
じ
ょ書

の
２
枚
だ
け
が
現
存
し
て
い
ま

す
。

黒
田
家
ゆ
か
り
の
城

〜
播

ば
ん
し
ゅ
う
し
き
と
う
ぐ
ん

州
餝
東
郡
府ふ

東ひ
が
し

御ご
ち
ゃ
く着

茶ち
ゃ
う
す
や
ま
じ
ょ
う

臼
山
城
地ち

ず図
〜

春
日
市
PR大

使
か
す
が
く
ん

△播州餝東郡府東御着茶臼山城地図
　この絵図は、奴国の丘歴史資料館で5月18日まで
公開しています。


